
国土情報ウェブマッピングシステム（国土交通省）（当該ページのURL）を加工して作成 加茂市 猿毛 地内

公下汚単7第3号
猿毛線汚水管布設工事
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大字狭口

加
茂
川

1区
猿毛

永明寺

新潟県加茂市上下水道課

加茂市大字狭口字猿毛 地内

加茂市公共下水道事業

図　示

事 業 名

工 事 名

施 設 名

工事箇所

図面名称

縮　　尺

図 番令和   年   月 作成

縦 断 面 図 V=1：100
H=1：500

S=1：500平 面 図

位 置 図 S=1：10,000

標 準 横 断 面 図 S=1：50
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凡      例

汚水・既設管

汚水・新設管

汚水・将来流入管副管取付け

水  道  管

記  号名   称 名   称記  号

小型マンホール

1号マンホール

汚水桝(内径200)

※水道管については、高さ詳細位置は、不明である。施工の際に

試掘調査等により確認を行い、占用位置に問題ないことを確認し

た上で施工する必要がある。
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猿毛線汚水管布設工事
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Ａ

Ａ

Ｂ

超早強無収縮ﾓﾙﾀﾙ

マンホール用可とう継手

調整リング　600×150

斜壁　600×900×600

直壁　900×900
(300)
(450)

(50)
(100)

(300)
(600)

(1500)
(1800)

(1200)

(600)(1200)
(900)(1500)

マンホール用可とう継手

蓋及び受わく

躯体ブロック　900×1800

コンクリート

再生砕石　RC-40

Ｂ－Ｂ　断面図平面図

（高炉　18-8-40）

マンホール用可とう継手 マンホール用可とう継手

ステップ

インバート

底　版

超早強無収縮ﾓﾙﾀﾙ

モルタル(1:2)
上厚20mm

コンクリート　

Ａ－Ａ　断面図

（高炉　18-8-40）

S=1:50組立式1号マンホール構造図

平 面 図

断 面 図

φ200差口
(φ150差口)

φ200　ゴム輪受口
(φ150　ゴム輪受口)

中間点マンホール（ｽﾄﾚｰﾄ）ST
屈曲点マンホール（曲 り）L

平 面 図

断 面 図

(1
65
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内　蓋
沈下防止板

保護鉄板 内　蓋
沈下防止板

保護鉄板

(
16
5
)

起点マンホール
KT

φ200差口
(φ150差口)

S=1:30塩ビ製小口径マンホール構造図

構　造　図

新潟県加茂市上下水道課

加茂市公共下水道事業事 業 名

工 事 名

施 設 名

工事箇所

図面名称

縮　　尺

図 番令和   年   月 作成

構　造　図

図　示

宅内マンホールポンプ土留工構造図 S=1:30

 

平面図

断面図

締固め密度90%以上

人力転圧(木だこ、プレートコンパクタ等)

締固め密度90%以上

機械転圧(タンパ、前後進プレート等)

蓋(T-2)

(市章入り)

ドロップインバート

100×200

接着受口カラー

プレーンエンド直管

ゴム輪受口自在曲管

(75ﾟ)

ゴム輪受口片受直管

官
民

境
界

取付管延長 取付管延長

取付管掘削延長取付管掘削延長 掘削幅

道路幅員1000以内 1000以内

防護蓋(T-8)

(市章入り)

官
民

境
界

ゴム輪受口自在曲管

(15ﾟ,30ﾟ,45ﾟ,60ﾟ)

ゴム輪受口片受直管
90°可とう支管 90°可とう支管

ゴム輪受口片受直管

(15ﾟ,30ﾟ,45ﾟ,60ﾟ)
ゴム輪受口自在曲管

本管（硬質塩化ビニ－ル管）

ゴム輪受口片受直管 ゴム輪受口自在曲管

(0ﾟ)

100×200
インバート

取付管延長

取付管掘削延長

道路幅員

掘削幅

取付管延長

取付管掘削延長

1000以内 1000以内

蓋(T-2)

(市章入り)

(75ﾟ)

ゴム輪受口自在曲管 ゴム輪受口片受直管
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境
界

(15ﾟ,30ﾟ,45ﾟ,60ﾟ)

ゴム輪受口自在曲管

90°可とう支管

ゴム輪受口片受直管

(15ﾟ,30ﾟ,45ﾟ,60ﾟ)

ゴム輪受口自在曲管

ゴム輪受口片受直管

ゴム輪受口自在曲管

(0ﾟ)

防護蓋(T-8)

(市章入り)

本管（硬質塩化ビニ－ル管）

90°可とう支管

平面図

横断面図

20‰以上

20‰以上

φ200

塩ﾋﾞ蓋or防護鉄蓋

桝立上り管

塩ﾋﾞ公共桝(3方向合流)

φ100ｷｬｯﾌﾟ
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平面図

断面図
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取付管掘削・埋戻し標準図

S=1:30汚 水 桝 及 び 取 付 管 布 設 標 準 図 

掘削深　　2.00m以下 掘削深　　2.01m～3.50m以下

平面図

断面図

掘削深による土留工の選定

1.81m ～ 2.00m 建込み軽量鋼矢板 2.50m 1段

掘 削 深 矢 板 種 別 矢 板 長 支 保 段 数

2.01m ～ 2.30m

2.31m ～ 2.80m

2.81m ～ 3.30m

建込み軽量鋼矢板

建込み軽量鋼矢板

建込み軽量鋼矢板

2.50m

3.00m

3.50m

2段

2段

2段

1段1.50m

1.31m ～ 1.80m

1.21m ～ 1.30m

土 留 工 構 造 図 S=1:30

建込み軽量鋼矢板 2.00m 1段

建込み軽量鋼矢板

（軽量鋼矢板建込み工法）

加茂市大字狭口字猿毛 地内

（参考図）

猿毛線汚水管布設工事
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市道アスファルト舗装

LC

影響幅

埋戻し土

大型車が通る可能性のある道路【交通量区分・N4】
（大型車交通量100～250台未満/日・方向）

LC

埋戻し土

市道砂利道

路盤工　C-25　t=10cm

歩道舗装

LC

影響幅

表層工　⑧密粒度As(13) t= 3cm

下層路盤工　ｸﾗｯｼｬﾝ(※)  　t=15cm

仮復旧工 本復旧工

埋戻し土

表層工　⑨密粒度As(13F)B　t= 4cm

路盤工　ｸﾗｯｼｬﾝ(※)  　 t=16cm

LC

仮復旧工 本復旧工

影響幅

市道アスファルト舗装

加茂市が指定した幹線道路【交通量区分・N5】
（大型車交通量250台以上/日・方向）

埋戻し土

表層工　⑤密粒度As（新20FH）t= 5cm

基層工　②粗粒度As（20）    t= 5cm

LC

影響幅

表層工　⑧密粒度As(13)　t= 3cm

下層路盤工　ｸﾗｯｼｬﾝ(※)  　t=16cm

市道アスファルト舗装

仮復旧工 本復旧工

大型車が通らない道路（幅員3m未満）

埋戻し土

表層工　⑨密粒度As(13F)B　t= 4cm

下層路盤工　ｸﾗｯｼｬﾝ(※)  t=17cm

（注）表層に用いるｱｽﾌｧﾙﾄ混合物は、一般には⑨密粒As(13F)B、縦断勾配6％を越える箇所
　　　消融雪施設設置個所・橋面では⑫密粒As（13FH改質）を採用する。

LC

仮復旧工 本復旧工

影響幅

埋戻し土 下層路盤工　ｸﾗｯｼｬﾝ(※)  　   t=20cm

上層路盤工　M-40　　　　　　 t=12cm

表層工　⑧密粒度As(13) 　t= 3cm 表層工　⑤密粒度As（新20FH） t= 5cm

下層路盤工　ｸﾗｯｼｬﾝ(※)   t=20cm

上層路盤工　M-40　　　　 t=14cm

（注）表層に用いるｱｽﾌｧﾙﾄ混合物は、一般には⑤密粒As(新20FH)、縦断勾配6％を越える箇所
　　　消融雪施設設置個所・橋面では⑦密粒As（新20FH）改質Ⅰ型を採用する。

（※）下層路盤材、歩道路盤材の使用する資材の優先順位は、上位から
　　　ARC-40（RC混合）、ARC-40（C混合）、RC-40、C-40の順とする。

表層工　⑧密粒度As(13F)B t= 5cm

下層路盤工　ｸﾗｯｼｬﾝ(※)   t=20cm

上層路盤工　M-40　　　　 t=17cm

下層路盤工　ｸﾗｯｼｬﾝ(※)      t=20cm

上層路盤工　M-40　　　　    t=12cm

（注）表層に用いるｱｽﾌｧﾙﾄ混合物は、一般には⑤密粒As(新20FH)、縦断勾配6％を越える箇所
　　　消融雪施設設置個所・橋面では⑦密粒As（新20FH)）改質Ⅰ型を採用する。

（※）下層路盤材、歩道路盤材の使用する資材の優先順位は、上位から
　　　ARC-40（RC混合）、ARC-40（C混合）、RC-40、C-40の順とする。

影響幅影響幅

本復旧工

（注）表層に用いるｱｽﾌｧﾙﾄ混合物は、一般には⑨密粒As(13F)B、縦断勾配6％を越える箇所
　　　消融雪施設設置個所・橋面では⑫密粒As（13FH改質）を採用する。

（注）大規模な農道等については、別途協議する。

表層工　⑧密粒度As(13) 　t= 3cm

下層路盤工　ｸﾗｯｼｬﾝ(※)   t=12cm

上層路盤工　M-40　　　　 t=14cm

市道アスファルト舗装

大型車が通る可能性のある道路【交通量区分・N3】
（大型車交通量1～100台未満/日・方向）

仮復旧工

（※）下層路盤材、歩道路盤材の使用する資材の優先順位は、上位から
　　　ARC-40（RC混合）、ARC-40（C混合）、RC-40、C-40の順とする。

本復旧工

下層路盤工　ｸﾗｯｼｬﾝ(※)  　   t=12cm

上層路盤工　M-40　　　　　　 t=12cm

表層工　⑤密粒度As（新20FH） t= 5cm

（注）表層に用いるｱｽﾌｧﾙﾄ混合物は、一般には⑤密粒As(新20FH)、縦断勾配6％を越える箇所
　　　消融雪施設設置個所・橋面では⑦密粒As（新20FH）改質Ⅰ型を採用する。

舗装復旧標準横断面図 S＝1：20

新潟県加茂市上下水道課

加茂市公共下水道事業
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舗装復旧標準横断面図

加茂市大字狭口字猿毛 地内

猿毛線汚水管布設工事
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